
 

ｺﾝﾋｭｰｻﾞN ｵﾘﾌﾙｱ･ﾄｰﾄﾘﾙｱ･ﾋﾟｰﾁﾌﾙｱ剤

ﾊﾏｷｺﾝN 普通物ﾄｰﾄﾘﾙｱ剤

7～10倍

使       用      基       準

使用回数
希釈倍数使用量

【処理量】

１本/樹地際に近い主幹分枝部に架け
る)

成虫発生初期～終期（交
尾阻害）

―

―

普通物 ―

―

普通物 ―

普通物 ―

普通物

―

普通物 ―

普通物 ―

普通物

―

普通物 ―

普通物

ｺﾝﾋｭｰｻﾞR ｵﾘﾌﾙｱ･ﾄｰﾄﾘﾙｱ･ﾋﾟｰﾁﾌﾙｱ剤

ﾋﾟｰﾁﾌﾙｱ剤ｼﾝｸｲｺﾝ

  (2008年12月17日登録分まで反映)

ﾄｯｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙﾍﾟｰｽﾄ剤 3回以内 原液 普通物 A  類

毒    性

魚  類

使       用      基       準

1500倍【200～700㍑/10㌃】

2000倍

2000倍

500～1000倍

2000倍

400倍【200～700㍑/10㌃】

1000倍

4000倍

2000～3000倍

4回以内

ｴｽﾏﾙｸDF

ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ
【苗木･土壌施用剤】

ｹﾑｼ類【生物農薬】

ﾃﾞﾙﾌｨﾝ顆粒水和剤

ﾌｧｲﾌﾞｽﾀｰ顆粒水和剤

発生初期（収穫前日ま
で）

ｴｽﾏﾙｸDF

BT水和剤
発生初期（収穫前日ま
で）

ｵﾚｲﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ液剤 100倍

ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ水和剤

ｴﾁﾙﾁｵﾒﾄﾝ粒剤

収穫前日まで ―

―

  2～10g/本（床土混和）

  2～10g/本（床土混和）

―

500倍【200～700㍑/10㌃】

ｴﾁﾙﾁｵﾒﾄﾝ粒剤

2000倍

ｶﾞｰﾄﾞｼﾞｪｯﾄ水和剤

4回以内

2000～3000倍

1000倍

1000倍

ﾀﾞｲｼｽﾄﾝ粒剤

TD粒剤

（2）果樹類の病害虫と登録農薬（果樹）

「農薬適用一覧表 ‐ 2008年版(2008年9月30日)」 独立行政法人農林水産消費安全技術センター監修等より作成

（3） 果樹類の病害虫と登録農薬（落葉果樹）

人  畜

普通物

普通物

―

ﾃﾞﾙﾌｨﾝ顆粒水和剤

ﾌｧｲﾌﾞｽﾀｰ顆粒水和剤
発生初期（収穫前日ま
で）

BT水和剤

普通物

普通物

人 畜

― 1000～2000倍【200～700㍑/10㌃】

普通物

4回以内

普通物

1回

―

病害虫名

農      薬      名

商　品　名 一　  般　  名 使用時期 使用回数
希釈倍数使用量

【処理量】

A  類

普通物

普通物 A  類

―

A  類

普通物

普通物

発生初期～収穫前日までｱﾌﾞﾗﾑｼ類

TD粒剤

A  類

A  類―

ﾀﾞｲｼｽﾄﾝ粒剤

ｵﾚｰﾄ液剤

粘着くん水和剤

 〃
【苗木･土壌施用剤】

剪定整枝時､病患部削り取
り直後､病枝切除後

白紋羽病､紫紋羽病
【土壌殺菌剤】

ゆ合促進【塗布剤】

NCS ｶｰﾊﾞﾑ剤 植付前

ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ･ｶｰﾎﾟｶﾌﾟｻｴ剤

ﾊﾞｲｵﾏｯｸｽDF

耕起整地後30㎝間隔の千鳥状に深さ
約15～50㎝の穴をあけ、原液3～5ml
注入､ﾋﾞﾆｰﾙ等で7～10日間被覆する

ｽｶｼﾊﾞｺﾝ

ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類【生物農薬】

ﾊﾏｷﾑｼ類【生物農薬】

ﾄｱﾛｰ水和剤CT

ﾊﾞｲｵﾏｯｸｽDF

ｾﾞﾝﾀｰﾘ顆粒水和剤

ﾁｭｰﾝｱｯﾌﾟ顆粒水和剤

ｸｵｰｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ

BT水和剤

夏繭が形成される時期～
羽化脱出前まで

ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ､ﾓﾓﾊﾓｸ ﾘｶ ､
ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ【 〃
】

ｽﾓﾓﾋﾒｼﾝｸｲ【 〃 】

ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ雄成虫
【 〃 】

ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ【 〃 】

越冬病害虫・縮葉病･
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類･ﾊﾀﾞﾆ類

ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ【生物農薬】

農      薬      名

100本/10㌃（55g/100本製剤）

ﾊﾞｲｵｾｰﾌ

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ､ﾁｬﾊﾏｷ､ﾅ
ｼﾋﾒｼﾝｸｲ､ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ､ﾘﾝ
ｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ､ﾘﾝｺﾞﾓﾝﾊﾏ
ｷ【交尾阻害剤】

ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ､ﾐﾀﾞﾚｶｸﾓﾝﾊﾏ
ｷ､ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ､ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓ
ﾝﾊﾏｷ､ﾘﾝｺﾞﾓﾝﾊﾏｷ
【 〃 】

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ､ﾁｬﾊﾏｷ､ﾐ
ﾀﾞﾚｶｸﾓﾝﾊﾏｷ､ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓ
ﾝﾊﾏｷ､ﾘﾝｺﾞﾓﾝﾊﾏｷ
【 〃 】

成虫発生初期～終期（交
尾阻害）

成虫発生初期～終期（交
尾阻害）

―

普通物 ―

ｺｽｶｼﾊ雄成虫【 〃 】

病害虫名

普通物 A  類100～120本/10㌃（36g/100本製剤）

普通物 A  類

――

毒    性

A  類

普通物

― ―

A  類

A  類

A  類

B 類

魚  類

普通物―

―

発芽前

発芽前

普通物

成虫発初期～終期（5～11
月）(交尾阻害)

成虫発生初期～終期（交
尾阻害）

150～200本/10㌃（52g/200本製剤）

100～120本/10㌃（55g/100本製剤）

成虫発生初期

―

50～150本／10㌃

100～150本/10㌃（54g/150本製剤）

2億5000万頭（約100㌘）/10㌃

7倍

―

200本/10㌃（52g/200本製剤）

100～150本/10㌃

ﾎﾞｰﾍﾞﾘｱ･ﾌﾞﾛﾝﾆｱﾃｨ剤

石灰硫黄合剤

大塚石灰硫黄合剤

ｵﾘﾌﾙｱ･ﾄｰﾄﾘﾙｱ･ﾋﾟｰﾁﾌﾙｱ･ﾋﾟﾘﾏﾙｱ剤

ﾊﾞｲｵﾘｻ･ｶﾐｷﾘ

越冬病害虫･ｶｲｶﾞﾗﾑｼ
類

B 類

ｶﾈﾅｶ印石灰硫黄合剤

ｷﾝｸﾞ石灰硫黄合剤

ｻﾝｹｲ石灰硫黄合剤

宮内石灰硫黄合剤

塩山石灰硫黄合剤

塩山石灰硫黄合剤

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類･ﾊﾀﾞﾆ類

石灰硫黄合剤

―

―

ｺﾝﾋｭｰｻﾞMM

商　品　名 一　  般　  名 使用時期

ﾁｪﾘﾄﾙｱ剤 成虫発生期(交尾阻害)

劇  物 B  類

劇  物 B  類

B  類

―   2～10g/本（床土混和） 劇  物 B  類

劇  物―   2～10g/本（床土混和）

ﾊﾀﾞﾆ類 ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤 ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉ脂肪酸ｴｽﾃﾙ乳剤 収穫前日まで

ｸﾑﾗｽ 水和硫黄剤 ― ― 300～400倍 普通物 A  類

粘着くん水和剤 ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ水和剤 収穫前日まで ― 500倍【200～700㍑/10㌃】 普通物 A  類

 〃 【生物農薬】 ｽﾊﾟｲｶﾙ ﾐﾔｺｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ剤 発生初期（放飼） ― 12～60ml(約48～240頭)/樹 ― ―

ｽﾊﾟｲｶﾙEX ﾐﾔｺｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ剤 発生初期（放飼） ―

 〃
【苗木･土壌施用剤】

24～120ml/10㌃（約48～240頭/樹） ― ―
ｽﾊﾟｲﾃﾞｯｸｽ ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ剤 発生初期（放飼） ― 100～300ml (約2000～6000頭)/10㌃ ―

ﾀﾞｲｼｽﾄﾝ粒剤
ｴﾁﾙﾁｵﾒﾄﾝ粒剤

―

TD粒剤 ―

―   2～10g/本（床土混和） 劇   物 B  類

―   2～10g/本（床土混和） 劇   物 B  類

―    20～40倍
ﾊﾀﾞﾆ類・ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類 石灰硫黄合剤 石灰硫黄合剤

夏  期

冬  期

―    80～200倍

根頭がんしゅ病【生
物農薬】

ﾊﾞｸﾃﾛｰｽﾞ ｱｸﾞﾛﾊﾞｸﾃﾘｳﾑ･ﾗｼﾞｵﾊﾞｸﾀｰ剤 移植時又は定植時 2回以内 20倍（苗の根部を1時間浸漬） 普通物 ―

ｶﾐｷﾘﾑｼ類【生物農薬】

ｱｸﾞﾛｽ石灰硫黄合剤

海野石灰硫黄合剤

細井石灰硫黄合剤

余市石灰硫黄合剤

余市石灰硫黄合剤

越冬病害虫･ｶｲｶﾞﾗﾑｼ
類･ﾊﾀﾞﾆ類

海野石灰硫黄合剤

発芽前 ― 7倍

越冬病害虫

ﾊﾀﾞﾆ類

ﾔﾅｲ石灰硫黄合剤

ﾔﾅｲ石灰硫黄合剤

細井石灰硫黄合剤
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C  類

普通物 A  類

B  類

普通物 A  類

A  類

B  類

普通物

3000倍【200～700㍑/10㌃】

2000倍【200～700㍑/10㌃】

1500倍

普通物
剪定整枝時､病患部削り取
り直後､病枝切除後

―

―

原液3回以内

― 12～14倍

ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ､ﾊﾏｷﾑｼ類､ﾓﾓ
ｼﾝｸｲｶﾞ､ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ（ﾓ
ﾓ､ﾅｼ等のﾊﾞﾗ科果樹）

―

黒星病

すす斑症
ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80

黒星病

灰色かび病

ゆ合促進

ｺﾝﾋｭｰｻﾞP
ｵﾘﾌﾙｱ･ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾃｰﾄ･ﾋﾟｰﾁﾌﾙｱ･ﾋﾟ
ﾘﾏﾙｱ剤

成虫発生前～終期（交尾
阻害）

毒    性

B  類ﾊﾀﾞﾆ類 ﾀﾞﾆ太郎 1000～1500倍【200～700㍑/10㌃】収穫3日前まで 1回以内
ﾋﾞﾌﾅｾﾞｰﾄ水和剤

普通物

1000～1500倍【200～700㍑/10㌃】

使用時期 使用回数

使       用      基       準農      薬      名

ﾄｯｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ

商　品　名 一　  般　  名

ｻﾝｹｲ高度ﾏｼﾝ95

ﾏｼﾝ油乳剤
特製ｽｹﾙｼﾝ95

ﾄﾓﾉｰﾙ

ｻﾝｹｲ高度ﾏｼﾝ95

MEP乳剤 2回以内

2000～4000倍【200～700㍑/10㌃】

休眠期(落葉後～萌芽前）

1000倍2回以内

1000～1500倍

50～100倍（樹幹部及び主枝に散布）

2000倍【200～700㍑/10㌃】

2回以内

収穫7日前まで

800～1000倍

3回以内収穫前日まで

収穫21日前まで 3回以内 普通物

普通物

2回以内

収穫7日前まで

普通物

800倍

普通物

Bs 類

2000倍【200～700㍑/10㌃】

（4） 果樹類の病害虫と登録農薬（小粒核果類（ｱﾝｽﾞ､ｳﾒ､ｽﾓﾓ））

人 畜

普通物 B  類

B  類劇  物

Bs 類

劇  物 Bs 類

劇  物

A  類

ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤

ｲﾂﾞﾂﾔﾏｼﾝ油乳剤95

特製ﾊｲﾏｼﾝ95

ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤

ﾔｼﾏ機械油乳剤95

ｸﾐｱｲ機械油乳剤95

灰星病

黒星病

ﾄｯｼﾞﾝM水和剤

黒粒枝枯病

病害虫名

農      薬      名

ﾏｼﾝ油乳剤

黒星病

葉炭疽病

すす斑病

病害虫名

環紋葉枯病

環紋葉枯病

環紋葉枯病

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類、ﾊﾀﾞﾆ類、
ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類（ﾅｼ､ﾘﾝｺﾞ､ﾓ
ﾓ､ｶｷ）

ｷﾝｸﾞ95ﾏｼﾝ

ｲﾂﾞﾂﾔﾏｼﾝ油乳剤95

特製ﾊｲﾏｼﾝ95

ﾔｼﾏ機械油乳剤95

使       用      基       準 毒    性

300～360本（100ｇ/500本製剤）また
は150～180本（200g/500本製剤）/10

㌃

普通物

普通物

A  類

16～24倍

普通物

ｶﾒﾑｼ類
収穫7日前まで

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水和剤 収穫7日前まで

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩水和剤 収穫30日前まで

収穫21日前まで

ｵｰｼｬｲﾝ水和剤 ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾌﾏﾙ酸塩水和剤灰色かび病

収穫21日前まで

ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤

劇  物 Bs 類

B  類

劇  物 A  類

劇  物

劇  物

普通物 A  類

劇  物

50～100倍（樹幹から地際部へ散布）ｷｸｲﾑｼ類

ｺｽｶｼﾊﾞ

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤

1000～1500倍

2000倍【200～700㍑/10㌃】

ｼﾝｸｲﾑｼ類 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤34 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤

収穫前日まで 2回以内

収穫7日前まで

2回以内

2回以内

3回以内

3回以内

3回以内

使用時期
希釈倍数使用量

使用回数

ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ 収穫3日前まで 1回以内

ｽﾌﾟﾗｻｲﾄﾞ乳剤40

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤

ｷｬﾌﾟﾀﾝ水和剤

ｷﾝｸﾞ95ﾏｼﾝ

一　  般　  名

ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙﾍﾟｰｽﾄ剤

ﾄﾓﾉｰﾙ

特製ｽｹﾙｼﾝ95

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ水溶剤

ｸﾐｱｲ機械油乳剤95

灰星病

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

灰星病

ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

【処理量】

1000～1500倍

希釈倍数使用量
魚 類

【処理量】

A  類

人  畜

普通物

A  類

A  類

普通物

2000倍【200～700㍑/10㌃】

2000倍【200～700㍑/10㌃】

2000倍【200～700㍑/10㌃】

A  類

A  類

B  類

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤

1500倍2回以内

3回以内

収穫7日前まで

2回以内収穫21日前まで

DMTP乳剤 収穫14日前まで

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤

ｵﾘｵﾝ水和剤40 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和剤

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ水溶剤

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ水和剤34

ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ顆粒水和剤 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ水溶剤

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤

普通物 A  類

4000倍【200～700㍑/10㌃】

1000倍【200～700㍑/10㌃】

1000～1500倍

細井石灰硫黄合剤

商　品　名

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類

魚  類
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